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，

‘

錄

社

#
の
弦
制
カ

.

.

.

. 

-
 

パ

，
.
.
. 

•

^•
共
に
*

會
を
改
逍
货
ん
ミ
^
る
意
圖
&-
1;
起
し
'て
來 

み
の
で
あ
ぁ
る
。太
な
る
自
覺
者
は
大
«;
'る
|

^
で
あ
る
：£

-

此
點
を
_

視
1>
,
た
芳f

々
ケ
ム
の
學
說
がK

才
の
現
象
‘ 

を
說
明
し
得
な
.い
の
は
東
當
然
で
.
_る
と
去
へ
ゃ
ぅ
々
： 

^•
吹
際
^!
於
け
る
®
脅
の
强
制
力
は
如
何
。
也
の
場
合
一 

.

#
會
の
强
制
は
#
個
人
に
依
.つ「

て
是
否
の
•判
斷
を
下
さj 

れ
る
。
然
る
に
社
會
め
强
调
は
其
0
個
人
0.

:

:到
斷
如
何 

ゆ
拘
&

.t
'
行
は
れ
る
の
.で
あ
る
。
例
へ
枝
所
謂
先
*
者 

が
當
峙
行
は
作
て
居
る
社
會
め
_
制
炉
不
當
で
あ
る
こ 

と
を
.看
破
し
、
是
を
破
藥
す
る
：乙
ビ
を
稱
.へ
た
ど
し
て
一 

も
、
實
際
k
於
い
：て
：味
更
代
多
く
の
*;
,醒
者
の
出
づ
.る
べ
. 

造
翁
牲
著
た
る
を
免
れ
贫
い
が
然
ら
ば
何
を
標
準
ビ
し 

一| 

'7
:
社
« ;
§.
.强
制
.を

患

非

す

べ

，
き

で

あ

る

，
か

。

佘

は

.未
だJ
 

積
a

的
に
是
に
對
す
る
、解
答
を
求
む
る
こ
ど
が
出
來
な 

い
，。
:雕
消
極
的
^
谷
個
人
の
»

風
，の
#
重
、
少
X
と
名
. 

n 

I
ダ
_
示
す
が
如
く
;'「

社
會
は
何
人
を
も
殺
す
權
利
.

を
持
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
鬼
^
两
死
は
地
上
に
於
け

第ゝ九

，诚

.

一
四
四

る
人
格
の
完
圣
な
；る
.斷
絕
を
意
味
f

み
か
&
:で
あ
か
^
 

^
し
た
の
11
:
贊
す
る
。(

©
:
>1
6:
|0̂
: cit 

p, 

I
3
s
‘

)

•
.パ
爾
忙
吾
人
が
前
述
甘
る
«5
替
因
璣
等
に
S

て
な
せ 

る
行
爲
は
就
い
て
も
同
様
な
ご
呢
が
云
へ
积
吾
人 

の
反
«
的

意

思

の

働

い

、
た

時

に

は

：
、

.；
，
固

已0
.
人

格

俱

値
 

J
^
g
^
_
對

し

て

有*
義

で

あ

る'場

合

か、
< 若

し

く

は

行
 

，
ぶ

も

行

は

ざ

る

も

何

等

..乙

れ

ビ

相

影

響

せ

ざ

る

場

令

は
 

其
の
慣
習
を
狞
ふ
だ
ら
ぅ
。
社
®
の
法
#
的
拘
朿
も
同 

'樣
で
.あ
る
。
往
來
の
左
侧
を
.通

行

す

は

吾

人

の
 

人
格
：價
値
の
完
成
に
何
の
影
響
も
な
い
。
然
る
^;
極
度 

，の
，言
■
取
締
、
若
し
ぐ
は
滕
逬
等
ば
極
め
て
大
な
る
影 

響
を
及
ぼ
す
。
前
者
に
服
從
す
る
：者
ゼ
雖
も
後
者
に
對 

，し

て

服

從

し

得

な

い

の

は

、

少

し

く

0
已
を
意
識
し
た 

る
：.者
の
當
然
の
行
爾
で
あ
る
せ
.云
へ
や
ぅ
。
：

'
.
:

以
上
の
議
論
は
®

め
，nc
粗
雜
で
.あ
る
。
然
.
.L

'

®

人

が 

デ
ュ
ル
ヶ
ム
の
所
論
i

ベ
、
そ
れ
が
人
類
の
本
能
的
®
 

動
生
活
に
.於
ぃ
て
&

眞
賞
で
ぁ
る
でV」：

を
！S

む
る
と
共

に
ヽ
社
會
の
意
義
は
個
人
を
基
礎
^
す
る
も
の
で
ぁ
つ

つ
て
デ
,'
ュ
ル
ヶ
ム
：の
考
ふ
る
が
如
ぐ
社
會
の
強
制
力
は 

偉
大
で
な
く
大
い
に
制
限
の
存
す
る
乙

€
を
明
か
に
し 

た
と
思
ふ
。

ft
#
の
_
制
力
に
關
す

る

議
論
ば
以
上
に 

止
ま
ち
な
い
。
棘
^
多
數
の
意
義
ど
祉
會
の
强
制
カ
ミ 

の
關
係
は
31
^
歟
味
多
&
問
«
を
提
供
す
る
。
⑩
し
今 

ば
崔
を
阻
日
に
«
り
之
>
に
は
上
述
の
緒
點
に
：對
す
る 

1
解
答
を
提
示
.す
る
に
止
.め
て
置
ズ
。

' 

(

ー
九
ニ
0:
年
八
月
十
七
日
稿)

热
十
四
怨(

一
三
一
一
九

)

P

P紹
介

新

.

0

紹

令

)(1
-■1
-.-I-I---1-----1--I.1
—
-l-i-l 
(
l
l
-
l
f
%
l
-
f
t
-
-
c
-
?
-
«
-
l
-
l
-
.
l
»
l
-
-
l
-
-
f
-
i
l
-
>
-
f
-
\

_ :
G
b
.
H
.
c
o
l
e

の

新

著

二

種

 ̂self-government 

in 

Industry 
ご

及

び
，
' 

H
h
e

 

^
o
r
i
d
Q
f

 I-abour、
)

と
^
修

り

て

、

机

く

我

が

|«
に 

知

ら

れ

た
-p
D
. H.

 

c
o
l
e

が
最
近
の
著
作"

S
o
c
i
a
l

 
T
h
e
Q
r
y
e

 

- ch
a

o'
仙 

P
^
o
a
e
r 

in Industry、

の

，
ニ
 
植

. 

を
紹
介
し
や
ぅ
4
風
，ふ
の
.で
あ
る
。

.

コ
1
ル
は
ギ
ル
ド
：社
會
囊
の
主
張
奢
で
ぁ
る
。
彼 

の
說
-く
所
も
文
继
づ
て
ギ
ル
ド
マyの
思
想
を
其
の
根 

牴
ぢ
し
.て
，居
る
の
は
當
然
で
ぁ
る
。
是
等
ニ
槌
の
書
の 

到
る
處
に
於
い
て.
«
の̂
良
本
的_
治

(democratic 

self-go 
v
e
r.t
j
m
e'p
t
,

in i
n
d
u
s
t
r
y
)

を
說
い
て
居
る
。
彼 

の
社
會
學
說
を
亦
此
の
點
に
於
い
て
構
成
さ
れ
る
。
次 

ぎ
に
先
づ
第
一
のミ

W
0
0
.
& 

Theory、

R
就
い
て
述
ベ

や

、
つ
.
。

第

丸

號
ニ 

0
^

i

I

1
!
i

1

t
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三
-三
0)

'
,新
利
紹
介
：

パ 

コー

ル
が
其
の
社
會
學
說
を
明
か
^
す

る

が

爲

め

-に 

本
#
を
大
體
次
ぎ
の
十
四
の
-章
に
分
け
て
論
じ
て
M

'

第一

常
社
會
學
說
の
形
或

.

第
二
窣
‘

ニ
三
の
名
稱
及
ぴ
共
の
意

a

 

笫
三
，

社
會
職
分
の
服
則 

第
四

#

柳
合(

>

3

3

。2 .
£

§

)

の
形
^
及
び
胁
機 

、

第
五
窣

國

家
，

;

第
九
號
' 

1

四
六
. 

類
が
堪
に
あ
る
種
の
關
银
か
ら
集
合
し
て
居
るV

J

云 

ふ

だ

け

^

は

社

會

ギ

云

ふ

に

足

り

な

い

.
。

一

の

li
l
體 

(
c
o
m
m
u
n
i
t
y
)

^
過
ぎ
な
い
。「

社
會
は
主
ビ
し
て
權 

W

義
務
に
、
»
1:
せ
る
目
的
利
寄
に
.關
係
せ
>る
も
の 

j

で
あ
る」

。(

三

1
頁
> 
故
忙
社
會
は
人
類
の
社
會
的
團 

j

體
fc
-J
ぶ
ふ
0 '
で
な
く
し
て
種
々
な
職
分
を
與
化
し
て 

居
る
聯
合(

a
s
s
o
d
a
t
i
o
n
s
)

や
制
规(institutions)

の 

强
制
的
及
び
補
足
的
性
質
の
成
果
で
あ
る
。
こ
、
に
制 

規
ビ
云
•ふ
の
は「

社
會
的
行
爲
の
あ
る
方
面
に
於
い
て
，
 

完
全
に
表
示
さ
れ
た
觀
念
、
共
！

i:

生
活
の
基
本
を
な
す— 

假
定
の
一
部
を
形
成
す
る
觀
念
で
あ
る」

。(

四
三
3

あ 

る
場
合
に
は
認
め
ら
れ
た
る
®

習
で
あ
る
こ
^
も
あ
る 

し
、
又
は
社
會
的
因
襲
の
形
式
を
な
す
こw

も
あ
る
。

贫
六

#

デ？

ク.

ラ
3 /
■

丨7」
代

表
.

第
七
草
政
府
、、

」

法
制 

.
第
八
^
:
.
强
制 W

 
同
位
'

(Coe._cion. and.co-ordination)

.

.第
九
#

'社
#
の
.
鸫
濟
的
構
造 

第
十
^

'地
方
.主
^
.
. 

(RegionaHsxn) 

'と
地
方
政
治 

.

第
十
”
#
' 敎

#
:

，.
十̂
二
#

自
.
.
.
.
由
.，

第
十
三
軍
'
制
规
の
萎
縮(T

h
e
’Atrophy of J;nstitutiono

.

.

第
十
四̂

結
.

胎
:;
:

:

;

:

:

:

^
人
々
«
が
如
何
に
し
て
祉
愈
を
形
成
す
る
に
至
つ 

:

た
か
ビ
云
ふ
問
題
を
解
決
す
^

0
は
か
な
り
困
難
3
問 

題
で
ぁ
る
び

先
づ
籁1

に
社
會
<£
は

何

を

意

味

す

，る

か 

?
云
ふ
乙W

か
ら
^
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
人

更
に
乙
>

k
聯

合

V
J

稱
す
る
も
の
は
同
じ
く
人
*

の

.
• 

.

.

. 

.

.

. 

•

，
結

合

を

示

す

の

で

あ

る

が

、
.社

會

的

で

あ

-
る

こ

ビ

も

わ
 

る
し
、
男
社
看
的
で
あ
る
こ
ビ
も
あ
る
。
唯
祉
會
は
常 

に
斯
の
如
き
聯
合
の
社
會
的
な
る
も
の
に
依
つ
て
1^
成

1

气
然
ら
ば
吾
人
が
何
故
に
聯
合
を
作
る
や
ぅ
に 

な
つ
た
か
。
を
は
心
理
的
が
る
欲
望(

多s
t
s
>

に
外
な 

ら
な
い
。
此
.の
欲
？
|が
動
機
ビ
な
つ
て
聯
合
す
る
に
至 

る
の
，で
め
る
が
、
こ
れ
^
は
5
3
6ョ
1
の

も

の
.£asso

ciative 

の
も
のv

j

あ
ざ

。(

七
七
M)

而
し
て
聯
合
の
形 

式
は
不
斷
'^
變
化
す
.?>
も
.の
.で
あ
..る
か
、(

六
四
頁)

.大 

體
に
於
い
て
其
の
結
合
す
を
に
至
る
利
害
の
內
容
妒
ら
：
.

:
云
：へ
ば
政
治
的
聯
合
、職
業
的
聯
合
、消
費
的
聯
合
.

(

P
P丨
 

petit<e 

association)

宗
敎
的
聯
合
、
補
助
的
聯
合(

救
. 

濟
的
結
合
の
如
き
も
の)

::
社
會
的
聯
合
，(

俱
樂
部
の
如 

き
交
際
遊
樂
の
結
合
を
意
味
す
る
；。〕

學
術
的
聯
合
等
•か
. 

あ
る
。
.磨
等
の
內
宗
敎
的
聯
合
ば
，全
然
精
神
的
®
も
：の： 

で
あ
る
か
ら
®
く

除
ぐ
が
、
其
の
他
の
聯
合
中
必
然
不
：
 

可
缺
の
も
の
は
政
^

^
聯
八
ロ
ミ
職
業
的
及
び
'}
|
5费
的
聯 

合(

如
ち
經
濟
的
聯
合)

と
で
あ
る
。(

六
六
I
七
六
寅)

，

,
::
:
:現
在
に
於
い
.て
撕
の
如
き
聯
合
の
內
で
最
も
强
固
な
. 

最
も
重
要
-«
1

の

ど

見

る

：
べ
，
き

は

國

象

で

あ

る

、

然

し
 

,
;

第
十
四
卷
'
C
H
H
Y

)

新
利
紹
介

國
家
は
實
際
に
於
い
て
稼
々
な
る
活
動
を
な
す
け
れ
ざ
卜 

も
最
も
虛
要
な
も
の
は
各
聯
合
の
問
を
調
停
す
るC

?

 

o

ap-
a
t
i
p
n
の
活
動
で
ぁ
る
。(
八
八
頁)

(

是
等
國
家
の 

職
分
に
關
し
て
はH

o
b
s
o
n

の
新
著
-.National Guilds

a
n
d

 the s
t
a
t
e
d

を
树
照
す
る
€
兩
者
の
画
象
觀
の
相
£
 

を
知
る
こ
ど
♦か
出
來
る
。)

而
し
て
國
家
も
又i
の
聯
合 

ビ
し
て
其
の：

m
e
m
b
e
r
s

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
 

眞
の
國
家
は
そ
れ
等
の
：そ
の
國
家
を
構
成
す
る
人
々
の 

へ
.同
意
に
基S

て
形
成
.さ
れ
^
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の 

點
に
於
い
て
充
分
民
主
的
で
ぁ
る
に
は
此
の
同
意
の
原 

則
?:
論
理
的
に
發
展
$
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

九
一
一 

頁V

然
ら
ば
國
家
を
形
成
す
るm

e
m
b
e
r
s

は
誰
で
ぁ
る 

.か
？
更
に
其
の
，蔽
接
國
家
0
事
務
亿
關
係
す
る
代
表
激 

は
如
何
に
し
て
選
ぶ
.ベ
&

か
？
そ
れ
が
果
し
て3

e
m
-

 

b
e
r
s

の
眞
の
意
思(real 

will)

を
代
表
す
る
^
觅
る
か
？

.是
等
の
諸
問
題
に
對
す
る
解
答
と
し
て
は
職
分
に
侬
つ 

w

分
.け
ら
れ
る
民
主
々
義
即
ちfunctional d

e
m
o
c
r
a
c
y

 

,
 

.

,

.

第

九

號

(

四
七

‘

frses^T .ぐド



第
十
四
餘
' 

a

1
§
三)

を
，以
つ
て
^
る
b
.自f

j

や
何
等
刺
智
を
有
た
^

い
職
^
 

R
幽
す
.る
部
分
に
猶
し
.て
は
提
に
容
.隊
す
る

*

利
を
持 

た
ぬ
。
It
自
己
の
關
係
す
る
部
分
に
對
し
て
?0
み
議
決 

«
を
持
つC

故
に「

「

入
；

M」

：
i
ふ
代
b
に「

利
德 

關
係
：'0
數
だ
炒
の
投
麗
權
、
即
ち
ー
刹
害
杧
對
し
て
マ 

m
l 
€
云
ふ

こ

マ

」
に

る̂

:;
0( |

一 
五
寅)

> 

.

以
土
大
體
に
於s

 

.て
コ
：j

ル
が
所
論
の
■
本
を
説
明 

し
将
た
S
見
倣
す
こ
^
が
出
來
ゃ
3

0

M

R氏
が
唯
翁 

史
.觀

を

排
.L
V

人
間
：の
意
撒
が
な
分
れ
ば
«

«
は
法
;(
: 

な
い
ご
云
ふ
立
場
？

、

( 

i:

四

六

頁

以

下

)
「

社

喻

濰

織
 

の
目
的
は
物
質

'-
^
能
率
の
み

で
は
な

' ズ
满
の
す

，パ
て
の
广 

龃
成
員
の
充
分
な
る
自
己
表
观
に
ぁ
る
。」 (

一
ー0
,八
寅
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